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研究要旨 
統括的な役割を担う保健師（以下、統括保健師）は、災害時に被災地の健康支援の推進役割を

期待されているが、その役割、コンピテンシー、人材育成の方法は明確になっていない。本研究

は、統括保健師のための災害対策における管理実践に係るマニュアル及び研修ガイドラインの作

成、それらの検証を目的とするものである。本研究では、統括保健師の災害時の管理実践の中で

も中核を成すと考えられる、情報活用とリーダーシップに着目する。本研究は 2か年計画であり、
初年度である本年度は、統括保健師の災害時の管理実践能力の発揮と育成を図るための根拠資料

の作成を目標とし、統括保健師の災害時のコンピテンシーに関する概念を、全国の統括保健師へ

の意見調査を踏まえて整理し、統括保健師のためのマニュアル及び研修ガイドラインに記載する

エビデンスレベルの検討を行った。文献レビュー・災害時対応事例のヒアリング調査からの知見

の抽出、学際的な知見の分析と統括保健師の育成への応用可能性の検討（公衆衛生領域の他専門

職、有事の専門機関である警察・消防・自衛隊）を踏まえて、災害時における統括保健師のコン

ピテンシーの構成・内容についての仮説的枠組み（4領域・89項目)を導出した。コンピテンシ
ーの仮説的枠組みを用いて、都道府県及び保健所設置市の本庁、大規模災害が想定される３県の

保健所・市町村の統括保健師を対象に、災害時における統括保健師のコンピテンシー、役割・権

限、育成方法に関する意見調査を実施し、災害時における統括保健師のコンピテンシーを構成す

る基本的理解を得た。また災害時において統括保健師が活動推進役割を発揮するには、統括保健

師の役割の明確化、行政組織内での役割の共有理解の形成が、基盤として必須であることが明ら

かになった。 
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A.研究目的 
 近年の災害は、その原因、規模、地域背景
も多様であり、発災対応においては、情報分
析力と活動を組織的に推進していくリーダー
シップが求められている。統括的な役割を担
う保健師（以下、統括保健師）は、平時はも

とより、災害時において、保健活動推進の要
となることが過去の災害事例の検証からも示
されているが１）～３）、とりわけ災害時に担う
べき役割、コンピテンシー、人材育成方法は
明確になっていない。 
「地域における保健師の保健活動について
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（平成 25年 4月 19日健発 0419第 1号）」
において保健活動を組織横断的に総合調整及
び推進し、技術的及び専門的側面から指導役
割を担う部署を組織内に位置づけ、統括的役
割を担う保健師を配置するよう務めることが
示された。しかし配置の実態は全自治体の半
数以下である（厚生労働省 保健師健活動領域
調査 2016）。 
本研究は、統括保健師のための、災害対策
における管理実践に係るマニュアル及び研修
ガイドラインの作成、それらの検証を目的と
する。 
汎用性の高いマニュアル、研修ガイドライ
ン、研修プログラムを提示し、それらが各自
治体の人材育成担当者や人事担当者に活用さ
れることにより、災害対策を視野に入れた統
括保健師の配置及び育成の進展、地域保健活
動における災害対策の進展が期待できる。 
本研究では災害対策における地域保健活動
推進を、統括保健師の管理実践に焦点をあて
て追究する。特に管理実践の中でも中核を成
す、情報分析力とリーダーシップに着目する
1)。 
 本研究は２か年の計画である。平成 28 年
度は、統括保健師のためのマニュアル及び研
修ガイドラインに記載するエビデンスレベル
を明確にするための調査の企画・実施する。
具体的には、①文献レビュー・災害時対応事
例の調査（分担研究１～３）、②学際領域の危
機管理支援人材の育成方法の調査（公衆衛生
領域の他専門職、有事の専門機関である警
察・消防・自衛隊及び企業の危機管理部門に
おける人材育成方法の調査（分担研究４及び
５）、③災害時における統括保健師のコンピテ
ンシー・役割等に対する意見調査（分担研究
６）を行う。 
平成 29年度は、前年度の結果を踏まえて、
①災害対策における統括保健師のための管理
体制運用マニュアル及び研修ガイドライン
（案）の策定、②上記の現場への適用による
研修プログラムの立案・実施・評価、③マニ
ュアル及び研修ガイドラインの総合検証を行
う。  
 
【本研究の特色】 
１．災害時の管理実践を情報分析力とリーダ
ーシップに着目して検討する。 
２．マニュアル及び研修ガイドライン作成に
あたり記載するエビデンスレベルを明確に
するための現状調査ならびに学際的検討を
国内外の動向を踏まえ行う。 
３．現状調査は、地域活動拠点別、地域特性
別、災害種別といった複数の観点から災害
時の情報の管理・活用の実際を多事例の収
集（一部は詳細調査）により検討する。 
４．学際的検討は、有事の専門機関である警
察・消防・自衛隊、企業等における災害時
の情報管理、リーダーシップ、育成方法の

知見から統括保健師の育成への応用可能性
の検討を行う。 
５．汎用性の高いマニュアル、研修ガイドラ
イン及び人材育成プログラムとするための
実地検証を行う。 

 
＜用語の定義＞ 
統括保健師：災害時において所属自治体（組
織）において、派遣保健師の調整等を部署横
断的に担う保健師とする。所属自治体から当
該役割について発令を受けているかどうかは
問わないものとする。 
 
B.研究方法 
 ６つの分担研究により、最終的に本研究の
目的を達成するよう本年度の研究を構成した。 
分担研究１：統括保健師及び統括保健師を補
佐する保健師が災害時に取扱う情報の管理と
活用に関する現状調査―地域活動拠点別の事
例調査 
分担研究２：統括保健師及び統括保健師を補
佐する保健師が災害時に取扱う情報の管理と
活用に関する現状調査―地域特性別の事例調
査 
分担研究３：統括保健師及び統括保健師を補
佐する保健師が災害時に取扱う情報の管理と
活用に関する現状調査―災害種別による事例
調査 
分担研究４：公衆衛生領域の専門職における
災害時の情報管理、リーダーシップ、育成方
法の検討 
分担研究５：有事の専門機関である警察・消
防・自衛隊、企業等における災害時の情報管
理、リーダーシップ、育成方法の検討 
分担研究６：統括的役割を担う保健師の災害
時のコンピテンシー（実践能力）、役割・権限、
育成方法に関する意見調査 
 
１．災害時における統括保健師のコンピテン
シー(実践能力)の仮説的枠組みの作成 
分担研究１～５に基づき、①文献レビュ
ー・災害時対応事例のヒアリング調査からの
知見の抽出、②学際的な知見の分析と統括保
健師の育成への応用可能性の検討（公衆衛生
領域の他専門職、有事の専門機関である警
察・消防・自衛隊及び企業等における危機管
理支援人材の育成に関する調査）を行い、そ
れら結果に基づき、災害時における統括保健
師のコンピテンシーの構成・内容の仮説的枠
組みを作成した。 
２．災害時における統括保健師のコンピテン
シー・役割等に対する意見調査（分担研究６） 
都道府県及び保健所設置市の本庁、大規模
災害が想定される３県の保健所・市町村の統
括保健師（計 255 名）を対象に、「災害時に
おける統括保健師のコンピテンシー、役割・
権限、育成方法に関する現状・意見」につい
て郵送自記式質問紙調査を実施した。 
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 以上を踏まえ災害時における統括保健師の
管理実践能力の発揮と育成を図るためのマニ
ュアル及び研修ガイドラインに記載すべきエ
ビデンスについて検討した。 
（倫理面への配慮） 
 関係者へのヒアリング調査、質問紙調査の
それぞれにおいて、研究代表者の所属機関に
おける研究倫理審査委員会にて研究計画の承
認を得ると共に（承認番号 28-37、承認番号
28-54、承認番号 28-84）、研究遂行において
は倫理的配慮を遵守した。 
 
C.研究結果 
１．災害時における統括保健師のコンピテン
シーに関する仮説的枠組み（4領域・89項目）
の導出 
米国の公衆衛生専門職の災害に対するコ
ア・コンピテンシー・モデル（Public Health  
Preparedness and Response: Core 
Competency Model（CDC＆ASPH,2010)）４）
を参考に、本研究における文献レビュー・ヒ
アリング調査結果、学際領域の危機管理支援
人材の育成に関する調査の結果を踏まえ、災
害時における統括保健師のコンピテンシーと
して 4領域（リーダーシップ、情報知識の形
成と運用、計画策定と推進、職員の健康安全
管理）・89項目を導出した。 
 リーダーシップ（27項目）には、＜非常時
の意思決定＞、＜自己と他者の行動の管理・
すべての人々や文化の尊重＞、＜組織内外の
関係者との協働の促進＞、＜変化する状況へ
の持続的対応＞、＜自己の役割権限の遵守＞
の下位領域が含まれた。情報知識の形成と運
用（48項目）には、＜情報収集の努力の指向
力＞、＜情報収集力＞、＜情報の分析力＞、
＜情報の使用・活用力＞の下位領域が含まれ
た。計画策定と推進(10項目)には、被災の影
響や格差を考慮した対策を講じることができ
る、状況変化やスピードに応じた PDCAの展
開を図ることができる、等の内容が含まれた。
職員の健康安全管理（4 項目）には、こころ
のケアの個別対応と普及啓発の企画・実施が
できる、等の内容が含まれた。 
 
２．災害時における統括保健師のコンピテン
シー・役割等に対する意見調査 
 全国の都道府県及び保健所設置市の本庁、
大規模災害が想定される３県の保健所・市町 
村の統括保健師（計 255名）を対象に、上記
１）を基に「災害時における統括保健師の 
コンピテンシー、役割・権限、育成方法に関
する現状・意見」を把握するための質問紙を 
作成し郵送調査を実施した。回収率 53.73%
であった。災害時における統括保健師のコン
ピテンシーとして提示した 4領域・89項目に
ついては、「とても重要である」「重要であ
る」との回答が多くを占めたが、現状におけ
る課題として、統括保健師の役割・権限・責

任の明文化と組織内（災害対策本部、保健福
祉対策部署内）での共有、統括保健師を支え
る体制、統括保健師としての自覚、平時から
の統括役割の遂行、状況のイメージ力の形成、
平時からの地域及び住民の状況理解、平時か
らの関係者との連携等が挙げられた。 
 
D.考察 
災害時における統括保健師の管理実践能力
の育成においては、統括保健師の役割・権限
の明確化と行政組織における共通理解の形成
が統括保健師の役割発揮の前提及び基盤とし
て必須であることが複数の調査から明示され
た。 
災害時において統括保健師のコアとなる能
力は、発災後の時間経過の中で、組織として
の動きと時間軸の動きとを合わせてイメージ
できる力であり、加えて、包括的指示の解釈
力、情報収集や、人員配置及び部門間の役割
分担等のすべてにかかわる調整力、さらにチ
ーム構成員への配慮や能力査定を含むチーム
の機動性の促進が重要と考えられた。 
本研究により導出した、災害時における統
括保健師のコンピテンシー4領域・89項目は、
統括保健師への意見調査の結果、概ね同意が
得られたが、これらの項目内容を、統括保健
師の管理実践マニュアル、研修ガイドライン
に適用させたり、能力開発の評価指標として
活用したりするには、項目数が多く、更なる
精査が必要である。豊かな経験を有する統括
保健師、他領域の統括的立場にある専門職者、
行政組織内の管理者等とも意見交換する場を
もつことがそのために有用と考えられる。 
統括保健師の災害時の能力開発方法として、
思考や判断・行動を実質化するための反復訓
練や、訓練機会を計画的に持つことの必要性
が示唆された。教育機会を体系的に計画する
には、修得すべきコンピテンシーを基盤にお
いた教育体系と評価方法の確立が必要であり、
とくに、形式的な知識を、思考力や判断・行
動力に転換していく実践的な教育を包含する
プログラムが必要と示唆された。コンピテン
シーの修得において、評価者の役割の重要性
についても示唆を得た。 
 
E.結論 
 文献レビュー・災害時対応事例のヒアリン
グ調査からの知見の抽出（分担研究１～３）、
学際的な知見の分析と統括保健師の育成への
応用可能性の検討（公衆衛生領域の他専門職、
有事の専門機関である警察・消防・自衛隊及
び企業の危機管理部門）（分担研究４及び５）
を踏まえて、災害時における統括保健師のコ
ンピテンシーの構成・内容についての仮説的
枠組み（4領域・89項目)を導出した。コンピ
テンシーの仮説的枠組みを用いて、都道府県
及び保健所設置市の本庁、大規模災害が想定
される３県の保健所・市町村の統括保健師を
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対象に、災害時における統括保健師のコンピ
テンシー、役割・権限、育成方法に関する意
見調査を実施し（分担研究６）、災害時におけ
る統括保健師のコンピテンシーを構成する基
本的理解を得た。また災害時において統括保
健師が活動の推進役割を発揮するには、統括
保健師の役割の明確化、行政組織内での役割
の共有理解の形成が、その基盤として必須で
あることが明らかになった。 
 
F.健康危険情報 
 なし 
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